
◦組織改編箇所

※上下水道部、会計課、議会事務局、監査委員事務局、農業委員会事務局、教育委員会事務局は、大幅な改編はありません。

現行
部 課 係

企
画
政
策
部

企画政策課 企画政策係、ふるさとつながり係、総合交
通政策係

秘書広報課 秘書係、広報広聴係

情報政策課 情報政策係、情報マネジメント係

総
務
部

行政管理課 行政管理係、管財係

人事課 人事研修係、給与厚生係

市民安全課 生活安全係、消防係、危機管理係

財
務
部

財政課 行政経営係、財務係、契約管理係

税務課 税制係、市民税係、固定資産税係

収納課 収納管理係、滞納整理係

市
民
協
働
推
進
部

市民協働推進課 協働企画係、市民活動支援係

市民交流センター

東コミュニティセンター、西袋コミュニティセンター、
稲田コミュニティセンター、小塩江コミュニティセンター、
仁井田コミュニティセンター、大東コミュニティセンター、
長沼コミュニティセンター、岩瀬コミュニティセンター

生涯学習スポーツ課 学習企画係、スポーツ振興係

中央図書館、長沼図書館、岩瀬図書館

文
化
交
流
部

文化振興課 文化振興係、文化財係、特撮文化推進係

観光交流課 観光振興係、交流推進係

市
民
福
祉
部

社会福祉課 福祉総務係、障がい福祉係、生活支援係

長寿福祉課 長寿福祉係、高齢者支援係、介護保険係、
介護予防推進係

保険年金課 国保給付係、国保税係、年金高齢者医療係

健康づくり課 予防係、保健指導係、地域医療係

市民課 管理係、窓口係

稲田市民サービスセンター、小塩江市民サービスセンター、
仁井田市民サービスセンター、大東市民サービスセンター、
長沼市民サービスセンター、岩瀬市民サービスセンター

経
済
環
境
部

農政課 農業政策係、農業振興係、農林整備係

商工課 企業振興係、にぎわい創出係、商業労政係

環境課 環境保全係、環境衛生係

建
設
部

道路河川課 管理係、維持係、建設係

建築住宅課 建築係、指導企画係、市営住宅係

都市計画課 都市計画係、都市整備係、公園緑地係

選挙管理委員会事務局 総務係、選挙係

令和8年4月1日から
部 課 係
危
機
管
理

直
轄
室 危機管理課 防災係、消防係

企
画
政
策
部

企画政策課 企画政策係、ふるさとつながり係、総合交
通係

秘書広報課 秘書係、広報広聴係

情報政策課 DX推進係、情報マネジメント係

総
務
部

総務課 総務係（選挙管理委員会事務局）、文書法務係

人事課 人事研修係、給与係、厚生係

財
務
部

行政経営課 行政経営係、管財係、営繕係

財政課 財政係、契約管理係

税務収納課 税制係、市民税係、固定資産税係、収納管
理係、滞納整理係

生
活
部

生活環境課 生活安全係、環境係、廃棄物対策係、市民
活動支援係

戸籍住民課 管理係、住民記録係、戸籍係

東行政センター、西袋行政センター、稲田行政センター、
小塩江行政センター、仁井田行政センター、大東行政セン
ター、長沼行政センター、岩瀬行政センター

保険給付課 国保給付係、国保税係、国民年金係、高齢
者医療係、子育て給付係

健康推進課 地域医療係、予防係、健康サポート係

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部

文化振興課 文化振興係、文化財係、特撮文化推進係

生涯学習スポーツ課 生涯学習係、スポーツ振興係

東コミュニティセンター、西袋コミュニティセンター、
稲田コミュニティセンター、小塩江コミュニティセンター、
仁井田コミュニティセンター、大東コミュニティセンター、
長沼コミュニティセンター、岩瀬コミュニティセンター

市民交流センター 管理係

中央図書館（管理係、図書サービス係）、長沼図書館、岩瀬
図書館

福
祉
部

社会福祉課 福祉政策係、生活支援係、住まい支援係

障がい福祉課 障がい福祉係、障がい支援係、福祉給付係

長寿福祉課 長寿福祉係、高齢者支援係、介護認定係、
介護給付係、介護予防推進係

産
業
部

農政課 農業政策係、農業振興係、農地整備係、森
林林業係

商工観光課 商工振興係、にぎわい交流係、観光振興係

建
設
部

道路河川課 管理係、維持係、建設係

まち共創課 都市政策係、都市整備係、公園緑地係

自然災害などに対し、迅速に対応 市民生活に直結する窓口を一元化 多様化する福祉課題に対応 地域の特性などを的確に捉え、市民と一体になって取り組みます

業務の効率化を図り、市民に分かりやすい組織体制にします

人
事
課
（
88
）9
１
１
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4
月
1
日
か
ら

市
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す

■ 
行
政
組
織
機
構
改
革

　
限
ら
れ
た
財
源
と
人
員
を
活
用
し
、
地
方
自
治
の
根
幹
で
あ
る「
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
」を
こ
れ
ま
で
以
上
に
得
る
た
め
、
４
月
１
日
か

ら
市
の
組
織
の
一
部
を
改
編
し
、
効
率
的
な
運
営
を
行
い
ま
す
。

達
成
す
べ
き
目
標

持
続
的
な
自
治
体
運
営
　
人
口

減
少
や
困
難
な
財
政
状
況
に
対
応

し
、
長
期
的
な
健
全
性
を
確
保
す

る
。

業
務
の
効
率
化
・
最
適
化　
限
ら

れ
た
財
源
や
人
員
の
中
で
、
最
大

限
の
成
果
を
得
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
　
多
様

化
・
高
度
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に

迅
速
・
的
確
に
対
応
し
、
利
便
性

や
満
足
度
を
高
め
る
。

改
編
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

危
機
管
理
直
轄
室
の
新
設
　
激げ

き

甚じ
ん

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は
行
政
セ
ン
タ
ー
に
名
称

を
変
更

　
少
子
高
齢
化
に
伴
う
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
に
よ
り
、
各
地
域
で

は
担
い
手
が
減
少
し
、
集
落
機
能

や
地
域
の
活
力
が
低
下
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
共
助
で
成
り
立
っ

て
き
た
見
守
り
や
行
事
の
継
続
な

ど
、
協
働
に
よ
る
地
域
作
り
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
よ
り
地
域
に
向

き
合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
関
係

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
一
体
と

な
っ
て
地
域
を
支
え
る
体
制
作
り

が
必
要
に
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

現
在
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

機
能
を
拡
充
し
、
名
称
を
行
政
セ

ン
タ
ー
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、

　
そ
の
ほ
か
、
業
務
の
効
率
化
を

図
り
、
市
民
に
分
か
り
や
す
い
組

織
体
制
と
す
る
た
め
、
係
の
統
合

や
名
称
変
更
を
行
い
ま
す
。

　
新
し
い
組
織
の
担
当
業
務
や
電

話
番
号
な
ど
は
、
別
冊
の「
須
賀

川
市
役
所
電
話
番
号
表
」を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

文
化
交
流
部
の
改
編
　
文
化
交
流

部
を
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
に
改
編

し
、
文
化
・
芸
術
が
持
つ
創
造
性

や
多
様
性
を
生
か
し
て
、
文
化
芸

術
に
関
わ
る
人
々
や
活
動
の
広
が

り
を
醸
成
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
域

振
興
を
推
進
し
ま
す
。

市
民
福
祉
部
の
改
編
　
市
民
福
祉

部
を
福
祉
部
に
改
編
し
、
生
活
困

窮
者
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
の
増

加
な
ど
、
多
様
化
す
る
様
々
な
福

祉
課
題
に
迅
速
に
対
応
し
ま
す
。

経
済
環
境
部
の
改
編
　
経
済
環
境

部
を
産
業
部
に
改
編
し
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
含
め
た
観
光
分
野
の
業

務
を
産
業
分
野
に
組
み
入
れ
、
一

体
的
に
本
市
の
産
業
振
興
を
推
進

し
ま
す
。

上
下
水
道
部
の
移
転
　
独
立
採
算

の
原
則
に
よ
り
、
行
政
組
織
機
構

改
革
に
併
せ
て
、
現
在
の
労
働
福

祉
会
館
に
移
転
し
ま
す
。

新
た
に
東
行
政
セ
ン
タ
ー
と
西
袋

行
政
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
、
地
域

の
特
性
や
課
題
を
よ
り
的
確
に
捉

え
た
行
政
運
営
や
地
域
作
り
を
行

い
ま
す
。

化か

・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
な
ど

の
有
事
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
対
応
す
る
組
織「
危
機
管
理
直

轄
室
」を
新
設
し
ま
す
。

市
民
協
働
推
進
部
の
改
編
と
移
転

市
民
協
働
推
進
部
を
生
活
部
に
改

編
し
、
交
通
安
全
と
環
境
衛
生
、

行
政
区
と
市
民
活
動
、
年
金
と
健

康
作
り
な
ど
、
市
民
の
生
活
に
直

結
す
る
業
務
を
一
元
的
に
集
約
す

る
こ
と
で
、
市
民
の
利
便
性
の
向

上
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
窓
口

業
務
、
地
域
作
り
、
健
康
作
り
な

ど
は
、
各
地
区
の
地
域
特
性
に

沿
っ
た
行
政
運
営
を
行
う
組
織
と

な
り
、
併
せ
て
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
か
ら
市
庁
舎
に
組
織
を
移
転

し
ま
す
。
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